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令和３年度紀の川市公営企業会計の決算審査意見書の提出について 

 

 地方公営企業法第３０条第２項の規定により審査に付された令和３年度紀の川市公

営企業会計（水道事業会計・工業用水道事業会計・下水道事業会計）決算について審査

を行った結果、次のとおり意見を提出する。 

  



 

 

第１ 審査の概要 

 

 １ 審査の対象 

   令和３年度 紀の川市水道事業会計決算 

   令和３年度 紀の川市工業用水道事業会計決算 

   令和３年度 紀の川市下水道事業会計決算 

 

 ２ 審査の期間及び場所 

   令和４年８月９日（火） 紀の川市役所 本庁舎 ５階 ５０２中会議室 

 

 ３ 審査の手続 

     審査に付された決算書、財務諸表、決算附属書類について、関係法令に準拠して作成さ

れ、当事業の経営成績及び財政状態を適正に表示しているかどうかを検証するため、会計

諸帳簿、証拠書類との照合等通常実施すべき審査手続を実施したほか、関係職員の説明を

聴取するとともに、各事業の経営内容を把握するため計数の分析を行い、経済性の発揮及

び公共の福祉の増進に寄与しているかどうかについて審査した。 

 

第２ 審査の結果 

（水道事業会計） 

審査に付された決算書、財務諸表、決算附属書類は、関係法令に準拠して作成されてお

り、その計数は正確であり、経営成績及び当年度末現在の財政状態を適正に表示している

ものと認められた。 

 

 １ 事業の概要 

令和４年３月末現在で、給水件数は2万4,334件、給水人口は5万7,313人となってい

る。年間総配水量は749万9,786㎥、年間総有収水量は627万6,004㎥であり、有収率は

83.7％となっている。 

 

給 水 件 数         (件) 24,334  

現在給水人口       （人） 57,313  

年間総配水量       (㎥) 7,499,786  

給水量 (㎥) 
年間総有収水量 6,276,004 

１日平均 17,195  

有 収 率        (％) 83.7  

（注）令和４年３月末現在 

 ２ 収支の状況 

収益的収入（消費税抜）の決算額は17億9,445万8,845円、収益的支出の決算額は15

億3,446万3,207円で、収支は2億5,999万5,638円の純利益となっている。資本的収入

（消費税込）の決算額は 4 億 1,863 万 711 円で、資本的支出の決算額は 10 億 1,695 万

4,156円となっており、不足する額5億9,832万3,445円は、当年度分消費税及び地方消

費税資本的収支調整額3,635万8,787円、過年度分損益勘定留保資金3億6,196万4,658

円及び減債積立金2億円で補填されている。 

令 和 ３ 年 度 紀 の 川 市 公 営 企 業 会 計 決 算 審 査 意 見



 

 

（１） 収益的収入及び支出 

 

 収 入                               （単位：円） 

区  分 予 算 額 決 算 額 予算額に比べ決算額の増減 

１款 水道事業収益 2,014,755,000 1,920,870,348 △93,884,652 

 1項 営業収益 1,772,697,000 1,667,554,659 △105,142,341 

 2項 営業外収益 242,056,000 253,314,009 11,258,009 

 3項 特別利益 2,000 1,680 △320 

(注) 本表の金額は消費税及び地方消費税を含む。 

 

 支 出                               （単位：円） 

区  分 予 算 額 決 算 額 
地方公営企業法第26条第2

項の規定による繰越額 
不 用 額 

１款 水道事業費用 1,754,441,000 1,624,494,134 0 129,946,866 

 1項 営業費用 1,619,633,000 1,500,658,597 0 118,974,403 

 2項 営業外費用 122,807,000 121,254,907 0 1,552,093 

 3項 特別損失 2,582,000 2,580,630 0 1,370 

 4項 予備費 9,419,000 0 0 9,419,000 

(注) 本表の金額は消費税及び地方消費税を含む。 

 

（２） 資本的収入及び支出 

 

 収 入                               （単位：円） 

区  分 予 算 額 決 算 額 予算額に比べ決算額の増減 

１款 資本的収入 417,449,000 418,630,711 1,181,711 

 1項 企業債 179,800,000 179,800,000 0 

 2項 国庫補助金 49,775,000 48,547,000 △1,228,000 

  3項 工事負担金 27,687,000 30,707,091 3,020,091 

4項 出資金 160,185,000 159,576,620 △608,380 

5項 固定資産売却代金 1,000 0 △1,000 

6項 貸付金収入 1,000 0 △1,000 

(注) 本表の金額は消費税及び地方消費税を含む。 

 

 支 出                               （単位：円） 

区  分 予 算 額 決 算 額 翌年度繰越額 不 用 額 

１款 資本的支出 1,139,668,000 1,016,954,156 0 122,713,844 

 1項 建設改良費 578,347,000 456,537,644 0 121,809,356 

 2項 企業債償還金 560,417,000 560,416,512 0 488 

 3項 貸付金 1,000 0 0 1,000 

 4項 補助金返還金 1,000 0 0 1,000 

 5項 予備費 902,000 0 0 902,000 

(注) 本表の金額は消費税及び地方消費税を含む。  



 

３ 経営成績 

    当年度の経営の成績は、次のとおりとなっている。 

損  益  計  算  書 

                                      （単位：円） 

科    目 金    額 備  考 

営 業 収 益 1,546,778,529  

 給 水 収 益 1,202,231,923  

受 託 工 事 収 益 336,566,870  

そ の 他 営 業 収 益 7,979,736  

営 業 費 用 1,427,711,600  

 原 水 及 び 浄 水 費 233,842,089  

配 水 及 び 給 水 費 194,738,388  

受 託 工 事 費 318,131,000  

総 係 費 151,730,940  

減 価 償 却 費 510,559,633  

資 産 減 耗 費 18,709,550  

そ の 他 営 業 費 用 0  

営 業 利 益 119,066,929  

営 業 外 収 益 247,678,788  

 受 取 利 息 及 び 配 当 金 3,187,477  

他 会 計 補 助 金 50,679,200  

他 会 計 負 担 金 3,336,563  

加 入 金 53,892,961  

長 期 前 受 金 戻 入 117,931,442  

雑 収 益 10,751,315  

 附 帯 事 業 収 益 7,899,830  

営 業 外 費 用 104,395,843  

 支払利息及び企業債取扱諸費 82,787,012  

雑 支 出 14,384,555  

 附 帯 事 業 費 7,224,276  

経 常 利 益 262,349,874  

特 別 利 益 1,528  

 

 

過 年 度 損 益 修 正 益 1,528  

固 定 資 産 売 却 益 0  

特 別 損 失 2,355,764  

 

 

 

過 年 度 損 益 修 正 損 2,355,764  

固 定 資 産 売 却 損 0  

そ の 他 特 別 損 失 0  

当 年 度 純 利 益 259,995,638  

前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金 204,592,595  

その他未処分利益剰余金変動額 200,000,000  

当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金 664,588,233  



 

（１）営業利益 

営業収益15億4,677万8,529円から営業費用14億2,771万1,600円を控除した営業

利益は、1億1,906万6,929円となっている。 

（２）経常利益 

 営業利益1億1,906万6,929円に営業外収益2億4,767万8,788円を加え、営業外費

用1億439万5,843円を控除した経常利益は、2億6,234万9,874円となっている。 

（３）純利益 

 経常利益2億6,234万9,874円に特別利益1,528円を加え、特別損失235万5,764円

を控除した当年度純利益は、2億5,999万5,638円となっている。 

この額に、前年度繰越利益剰余金2億459万2,595円とその他未処分利益剰余金変動

額2億円を加えた6億6,458万8,233円が当年度未処分利益剰余金となっている。 

 

  



 

４ 財政状態 

   当年度の財政状態は、次のとおりとなっている。 

 

貸  借  対  照  表 

（単位：円） 

資産の総額は、171 億 3,548 万 2,950 円で、その内訳は、固定資産が 146 億 7,619 万

6,717円、流動資産が24億5,928万6,233円となっている。 

 負債及び資本の総額は、資産の総額と同額の171億3,548万2,950円であり、負債の総

額は、96億2,324万5,103円で、その内訳は、固定負債が56億8,617万4,868円、流動

負債が11億9,453万973円、繰延収益が27億4,253万9,262円である。資本の総額は、

科    目 金  額 科    目 金  額 

資

産

の

部 

固 定 資 産 14,676,196,717 

負

債

の

部 

 企 業 債 573,442,673 

 有 形 固 定 資 産 14,275,338,477  建設改良費等の財源に 

充てるための企業債 
572,472,673 

 土 地 972,908,435 

建 物 529,210,993 その他の企業債 970,000 

構 築 物 10,084,844,078 未 払 金 607,947,300 

機械及び装置 2,429,285,172 前 受 金 0 

車 両 運 搬 具 14,895,948 引 当 金 13,141,000 

工具器具・備品 13,653,329  賞 与 引 当 金 11,057,000 

建 設 仮 勘 定 230,540,522  法定福利費引当金 2,084,000 

無 形 固 定 資 産 858,240 そ の 他 流 動 負 債 0 

 施 設 利 用 権 432,000 繰 延 収 益 2,742,539,262 

電 話 加 入 権 426,240  長 期 前 受 金 5,468,387,089 

 投資その他の資産 400,000,000  収 益 化 累 計 額 △2,725,847,827 

  投資有価証券 400,000,000 負  債  合  計 9,623,245,103 

流 動 資 産 2,459,286,233 

資

本

の

部 

資 本 金 6,574,822,243 

 現 金 預 金 1,949,169,527  自 己 資 本 金 - 

未 収 金 528,581,712   固 有 資 本 金 - 

貸 倒 引 当 金 △18,798,751  繰 入 資 本 金 - 

貯 蔵 品 333,745 組 入 資 本 金 - 

前 払 金 0 剰 余 金 937,415,604 

その他流動資産 0  資 本 剰 余 金 46,827,371 

資  産  合  計 17,135,482,950   工 事 負 担 金 1,961,623 

負

債

の

部 

固 定 負 債 5,686,174,868 補 助 金 35,659,834 

 企 業 債 5,686,174,868 受贈財産評価額及び寄附金 9,104,114 

 建設改良費等の財源に

充てるための企業債 
5,681,324,868 

その他資本剰余金 101,800 

利 益 剰 余 金 890,588,233 

その他の企業債 4,850,000  減 債 積 立 金 0 

流 動 負 債 1,194,530,973 利 益 積 立 金 0 

 一 時 借 入 金 0 建設改良積立金 226,000,000 

    当年度未処分利益剰余金 664,588,233 

資   本   合   計 7,512,237,847 

負 債 資 本 合 計 17,135,482,950 



 

75億1,223万7,847円で、その内訳は、資本金が65億7,482万2,243円、剰余金が9億

3,741万5,604円となっている。 

 

５ 供給単価・給水原価 

本年度における給水量１㎥当たりの供給単価と給水原価の状況は、次表のとおりとなっ

ている。 

 

供給単価と給水原価の状況（１㎥当たり） 

                                 （単位：円） 

供給単価 

（A） 
191.6 給水収益／年間総有収水量 

給水原価 

（B） 
173.5 

（経常費用－（受託工事費＋材料売却原価

＋附帯事業費）－長期前受金戻入）／年間総

有収水量 

差  引 

（A－B） 
△18.1 

 

 

 

６ 総括 

以上が、令和３年度における紀の川市水道事業会計決算審査の概要である。 

本年度の業務実績は、給水件数2万4,334件（対前年度113件の増）、給水人口5万7,313

人（対前年度463人の減）となっている。また、給水状況は年間総配水量749万9,786㎥

（対前年度12万7,816㎥の減）、年間総有収水量は、627万6,004㎥（対前年度8万9,601

㎥の減）、有収率は、83.7％（対前年度0.2ポイントの上昇）となっている。 

経営成績は、総収益17億9,445万8,845円に対して総費用15億3,446万3,207円とな

っており、当年度純利益2億5,999万5,638円の黒字決算となった。これに前年度からの

繰越利益剰余金2億459 万 2,595 円とその他未処分利益剰余金変動額2億円が加算され、

当年度未処分利益剰余金は6億6,458万8,233円となっている。なお、資本的収入額の資

本的支出額に対する不足額は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、過年度

分損益勘定留保資金及び減債積立金で補填している。 

前年度と比較すると、本年度決算は給水収益が料金改定などにより対前年度比20.1％   

  と大幅に増加しているが、他会計補助金の大幅な減少や、減価償却費や資産減耗費などの 

  経常費用の増加により、当年度純利益は減少している。 

令和２年度に料金改定を行ったことにより、収益的収支が改善傾向にあるものの、施

設・設備の老朽化による更新投資の増大や耐震化の推進、人口減少等や節水機器の普及な

どによる料金収入の減少などの課題があり、依然経営状況は大変厳しいと見込まれてい

る。安全で良質な水道水を安定的に供給していくため、水道事業ビジョン及び水道事業経

営戦略に基づき、水道サービスを安定的･持続的に提供できるよう健全な財政運営の下、

安定した経営基盤の構築を望む。 

  



 

（工業用水道事業会計） 

審査に付された決算書、財務諸表、決算附属書類は、関係法令に準拠して作成されてお

り、その計数は正確であり、経営成績及び当年度末現在の財政状態を適正に表示している

ものと認められた。 

 

 １ 事業の概要 

令和４年３月末現在で、給水件数が9件、契約水量が1,340㎥/日、年間総配水量は43

万9,620㎥、年間総有収水量（計量分）は41万8,518㎥であり、有収率は95.2％となっ

ている。 

 

給 水 件 数           (件) 9 

契 約 水 量     （㎥/日） 1,340 

年間総配水量       (㎥) 439,620 

給水量 (㎥) 
年間総有収水量 418,518 

１日平均 1,204 

有 収 率        (％) 95.2 

（注）令和４年３月末現在 

 

 ２ 収支の状況 

収益的収入（消費税抜）の決算額は1億775万5,442円、収益的支出の決算額は9,257

万 3,236 円で、収支は1,518 万 2,206 円の純利益となっている。資本的収入（消費税込）

の決算額はなく、資本的支出の決算額は1,119万8,196円となっており、不足する額1,119

万8,196円は、過年度分損益勘定留保資金119万8,196円及び減債積立金1,000万円で補

填されている。 

 

（１） 収益的収入及び支出 

 

 収 入                               （単位：円） 

区  分 予 算 額 決 算 額 予算額に比べ決算額の増減 

１款 工業用水道事業収益 120,392,000 111,715,718 △8,676,282 

 1項 営業収益 118,416,000 109,738,000 △8,678,000 

 2項 営業外収益 1,976,000 1,977,718 1,718 

(注) 本表の金額は消費税及び地方消費税を含む。 

 

 支 出                               （単位：円） 

区  分 予 算 額 決 算 額 
地方公営企業法第26条第

2項の規定による繰越額 
不用額 

１款 工業用水道事業費用 112,190,000 96,533,512 0 15,656,488 

 1項 営業費用 102,950,000 90,407,760 0 12,542,240 

 2項 営業外費用 8,240,000 6,125,752 0 2,114,248 

 3項 予備費 1,000,000 0 0 1,000,000 

(注) 本表の金額は消費税及び地方消費税を含む。 



 

（２） 資本的収入及び支出 

 

 収 入                               （単位：円） 

区  分 予 算 額 決 算 額 予算額に比べ決算額の増減 

１款 資本的収入 2,000 0 △2,000 

 1項 工事負担金 1,000 0 △1,000 

  2項 出資金 1,000 0 △1,000 

(注) 本表の金額は消費税及び地方消費税を含む。 

 

 支 出                               （単位：円） 

区  分 予 算 額 決 算 額 翌年度繰越額 不 用 額 

１款 資本的支出 12,201,000 11,198,196 0 1,002,804 

 1項 建設改良費 2,000 0 0 2,000 

 2項 企業債償還金 11,199,000 11,198,196 0 804 

 3項 予備費 1,000,000 0 0 1,000,000 

(注) 本表の金額は消費税及び地方消費税を含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ３ 経営成績 

   当年度の経営の成績は、次のとおりとなっている。 

 

損  益   計  算  書 

                                       （単位：円） 

科    目 金    額 備  考 

営 業 収 益 105,777,724  

 給 水 収 益 39,602,824  

受 託 工 事 収 益 66,174,900  

そ の 他 営 業 収 益 0  

営 業 費 用 83,798,529  

 原 水 及 び 浄 水 費 5,695,608  

配 水 及 び 給 水 費 136,000  

受 託 工 事 費 60,159,000  

総 係 費 5,893,720  

減 価 償 却 費 11,914,201  

資 産 減 耗 費 0  

そ の 他 営 業 費 用 0  

営 業 利 益 21,979,195  

営 業 外 収 益 1,977,718  

 受 取 利 息 及 び 配 当 金 89,928  

他 会 計 補 助 金 0  

他 会 計 負 担 金 0  

長 期 前 受 金 戻 入 1,887,790  

雑 収 益 0  

営 業 外 費 用 8,774,707  

 支払利息及び企業債取扱諸費 4,937,852  

雑 支 出 3,836,855  

経 常 利 益 15,182,206  

特 別 利 益 0  

 
過 年 度 損 益 修 正 益 0  

固 定 資 産 売 却 益 0  

特 別 損 失 0  

 

過 年 度 損 益 修 正 損 0  

固 定 資 産 売 却 損 0  

そ の 他 特 別 損 失 0  

当 年 度 純 利 益 15,182,206  

前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金 26,474,709  

その他未処分利益剰余金変動額 10,000,000  

当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金 51,656,915  

 

 

 



 

 

（１）営業利益 

営業収益1億577万7,724円から営業費用8,379万8,529円を控除した営業利益は、

2,197万9,195円となっている。 

（２）経常利益 

営業利益 2,197 万 9,195 円に営業外収益 197 万 7,718 円を加え、営業外費用 877 万

4,707円を控除した経常利益は、1,518万2,206円となっている。 

（３）純利益 

当年度純利益は、経常利益と同額の1,518万2,206円となっている。 

この額に、前年度繰越利益剰余金2,647万4,709円とその他未処分利益剰余金変動額 

1,000万円を加えた5,165万6,915円が当年度未処分利益剰余金となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４ 財政状態 

   当年度の財政状態は、次のとおりとなっている。 

 

貸  借  対  照  表 

（単位：円） 

 

 資産の総額は、4億9,057 万 9,724 円で、その内訳は、固定資産が3億2,543 万 6,752

円、流動資産が1億6,514万2,972円となっている。 

 負債及び資本の総額は、資産の総額と同額の4億9,057万9,724円であり、負債の総額

は、3億140万83円で、その内訳は、固定負債が2億4,396万5,912円、流動負債が1,295

万314円、繰延収益が4,448万3,857円である。資本の総額は、1億8,917万9,641円で、

科    目 金  額 科    目 金  額 

資

産

の

部 

固 定 資 産 325,436,752 

負

債

の

部 

 未 払 金 1,112,609 

 有 形 固 定 資 産 325,436,752 引 当 金 429,000 

 土 地 7,086,380  賞 与 引 当 金 361,000 

建 物 34,322,503 法定福利費引当金 68,000 

構 築 物 251,713,928 そ の 他 流 動 負 債 0 

機械及び装置 32,313,941 繰 延 収 益 44,483,857 

車 両 運 搬 具 0  長 期 前 受 金 67,916,052 

工具器具・備品 0 収 益 化 累 計 額 △23,432,195 

建 設 仮 勘 定 0 負 債 合 計 301,400,083 

無 形 固 定 資 産 0  

 

 

 

 

資

本

の

部 

資 本 金 135,091,626 

 施 設 利 用 権 0  自 己 資 本 金 - 

電 話 加 入 権 0  

 

固 有 資 本 金 - 

流 動 資 産 165,142,972 繰 入 資 本 金 - 

 現 金 預 金 101,690,822 組 入 資 本 金 - 

未 収 金 63,452,150 剰 余 金 54,088,015 

貸 倒 引 当 金 0  資 本 剰 余 金 2,431,100 

貯 蔵 品 0  受贈財産評価額及び寄附金 2,431,100 

前 払 金 0 その他資本剰余金 0 

その他流動資産 0 利 益 剰 余 金 51,656,915 

資  産  合  計 490,579,724  減 債 積 立 金 0 

 

 

 

負

債

の

部 

固 定 負 債 243,965,912 利 益 積 立 金 0 

 企 業 債 243,965,912 建設改良積立金 0 

 建設改良費等の財源に 

充てるための企業債 
243,965,912 

当年度未処分利益剰余金 51,656,915 

資   本   合   計 189,179,641 

その他の企業債 0 負 債 資 本 合 計 490,579,724 

流 動 負 債 12,950,314  

 一 時 借 入 金 0 

企 業 債 11,408,705 

 建設改良費等の財源に 

充てるための企業債 
11,408,705 

 

その他の企業債 0 



 

その内訳は、資本金が1億3,509 万 1,626 円、剰余金が5,408万 8,015 円となっている。 

 

 ５ 供給単価・給水原価 

本年度における給水量１㎥当たりの供給単価と給水原価の状況は、次表のとおりとなっ

ている。 

 

供給単価と給水原価の状況（１㎥当たり） 

                                 （単位：円） 

供給単価 

（A） 
77.0 給水収益／年間総有収水量（料金算定分） 

給水原価 

（B） 
59.4 

（経常費用－（受託工事費＋材料売却原価）

－長期前受金戻入）／年間総有収水量（料金

算定分） 

差  引 

（A－B） 
17.6 

 

 

 

 

 ６ 総括 

 以上が、令和３年度における紀の川市工業用水道事業会計決算審査の概要である。 

本年度の業務実績は、給水件数９件（対前年度同）、年間総配水量43万9,620㎥（対前

年度1万4,510 ㎥の増）、年間総有収水量（計量分）41万8,518 ㎥（対前年度1万4,196

㎥の増）であり、有収率は95.2％（対前年度0.1ポイントの上昇）となっている。 

経営成績は、総収益 1 億 775 万 5,442 円に対して総費用 9,257 万 3,236 円となってお

り、当年度純利益 1,518 万 2,206 円の黒字決算となった。これに前年度繰越利益剰余金

2,647万4,709円、その他未処分利益剰余金変動額1,000万円を加えた当年度未処分利益

剰余金は5,165万6,915円となっている。なお、資本的収入額の資本的支出額に対する不

足額は、過年度分損益勘定留保資金及び減債積立金で補填している。 

前年度と比較すると、給水収益は微増だが、受託工事の実施などにより経常収益、経常

費用ともに大幅に増加し、それに伴い当年度純利益も増加している。 

今後も安定的で持続可能な経営を実現するために、給水収益の確保が重要であるため、

現在の契約水量の維持を図りつつ、老朽化が進む施設・管路の更新事業や耐震事業などの

必要不可欠な投資事業を実施していくために、経費削減などの効率化に努め、投資計画と

財政計画の均衡を図りながら計画的な事業推進を望む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（下水道事業会計） 

審査に付された決算書、財務諸表、決算附属書類は、関係法令に準拠して作成されてお

り、その計数は正確であり、経営成績及び当年度末現在の財政状態を適正に表示している

ものと認められた。 

 

 １ 事業の概要 

令和４年３月末現在で、処理区域面積は275ヘクタールで、行政区域内人口の60,305人

に対し、処理区域内人口が10,343 人であり、普及率17.2％となっている。このうち接続

人口は6,538人であり、接続率は63.2％となっている。 

 

計画区域人口        (人) 22,600 

行政区域内人口       (人) 60,305 

処理区域内人口       (人) 10,343 

普及率             (％) 17.2 

接続人口           (人) 6,538 

接続率           (％) 63.2 

処理区域面積      (ha) 275 

下水道布設延長    (㎞) 99 

年間有収水量      (㎥) 762,079 

年間総処理水量    (㎥) 813,776 

有 収 率       (％) 93.6 

（注）令和４年３月末現在 

 

 ２ 収支の状況 

 

（１） 収益的収入及び支出 

 

 収 入                               （単位：円） 

区  分 予 算 額 決 算 額 予算額に比べ決算額の増減 

１款 下水道事業収益 703,720,000 740,501,333 36,781,333 

 1項 営業収益 128,032,000 131,575,270 3,543,270 

 2項 営業外収益 575,688,000 608,926,063 33,238,063 

(注) 本表の金額は消費税及び地方消費税を含む。 

 

  



 

 支 出                               （単位：円） 

区  分 予 算 額 決 算 額 
地方公営企業法第26条第

2項の規定による繰越額 
不用額 

１款 下水道事業費用 727,565,000 717,255,907 0 10,309,093 

 1項 営業費用 583,505,000 576,212,425 0 7,292,575 

 2項 営業外費用 140,760,000 140,753,392 0 6,608 

 3項 特別損失 300,000 290,090 0 9,910 

 4項 予備費 3,000,000 0 0 3,000,000 

(注) 本表の金額は消費税及び地方消費税を含む。 

 

（２） 資本的収入及び支出 

 

 収 入                               （単位：円） 

区  分 予 算 額 決 算 額 予算額に比べ決算額の増減 

１款 資本的収入 1,316,738,000 910,230,090 △ 406,507,910 

 1項 企業債 559,200,000 168,600,000 △390,600,000 

  2項 国庫補助金 300,300,000 279,040,000 △21,260,000 

 3項 出資金 445,201,000 445,201,000 0 

 4項 負担金 6,601,000 7,728,600 1,127,600 

 5項 分担金 1,000 4,227,490 4,226,490 

  6項 基金 5,435,000 5,433,000 △2,000 

(注) 本表の金額は消費税及び地方消費税を含む。 

 

 支 出                               （単位：円） 

区  分 予 算 額 決 算 額 翌年度繰越額 不 用 額 

１款 資本的支出 1,622,050,000 1,415,232,168 91,858,000 114,959,832 

 1項 建設改良費 1,053,515,000 847,701,058 91,858,000 113,955,942 

 2項 企業債償還金 501,165,000 501,164,536 0 464 

 3項 基金積立金 5,435,000 5,433,000 0 2,000 

 4項 予備費 1,000,000 0 0 1,000,000 

 5項 返還金 60,935,000 60,933,574  1,426 

(注) 本表の金額は消費税及び地方消費税を含む。 

 

 

 

 

 



 

 ３ 経営成績 

   当年度の経営の成績は、次のとおりとなっている。 

 

損  益   計  算  書 

                                       （単位：円） 

科    目 金    額 備  考 

営 業 収 益 119,640,475  

 下 水 道 使 用 料 119,347,975  

そ の 他 営 業 収 益 292,500  

営 業 費 用 565,057,672  

 管 渠 費 11,557,305  

処 理 場 費 8,995,960  

総 係 費 40,645,271  

流域下水道維持管理負担金 79,236,365  

減 価 償 却 費 424,622,771  

資 産 減 耗 費 0  

そ の 他 営 業 費 用 0  

営 業 損 失 445,417,197  

営 業 外 収 益 577,171,615  

 受 取 利 息 及 び 配 当 金 0  

国 庫 補 助 金 0  

県 補 助 金 5,433,000  

他 会 計 補 助 金 413,697,000  

長 期 前 受 金 戻 入 158,008,022  

雑 収 益 33,593  

営 業 外 費 用 141,333,983  

 支払利息及び企業債取扱諸費 140,753,392  

一 般 会 計 繰 出 金 0  

雑 支 出 580,591  

経 常 損 失 9,579,565  

特 別 利 益 0  

 

過 年 度 損 益 修 正 益 0  

固 定 資 産 売 却 益 0  

そ の 他 特 別 利 益 0  

特 別 損 失 263,721  

 

過 年 度 損 益 修 正 損 263,721  

固 定 資 産 売 却 損 0  

そ の 他 特 別 損 失 0  

当 年 度 純 損 失 9,843,286  

前 年 度 繰 越 欠 損 金 111,488,652  

その他未処分利益剰余金変動額 0  

当 年 度 未 処 理 欠 損 金 121,331,938  

 



 

（１）営業損失 

営業収益1億1,964万475円から営業費用5億6,505万7,672円を差し引いた営業損

失は4億4,541万7,197円となっている。 

（２）経常損失 

営業外収益5億7,717万1,615円に営業損失4億4,541万7,197円と営業外費用1億

4,133万3,983円を控除した経常損失は、957万9,565円となっている。 

（３）純損失 

経常損失957万9,565円に特別損失26万3,721円を加えた純損失は984万3,286円

となっている。 

 

 

 

 

 

 



 

４ 財政状態 

   当年度の財政状態は、次のとおりとなっている。 

 

貸  借  対  照  表 

（単位：円） 

 

 

 

 

科    目 金  額 科    目 金  額 

資

産

の

部 

固 定 資 産 15,911,371,059 

負

債

の

部 

 未 払 金 533,769,003 

 有 形 固 定 資 産 12,456,420,961 前 受 金 0 

 土 地 77,617,280 引 当 金 5,915,000 

建 物 47,623,883  賞 与 引 当 金 4,948,000 

構 築 物 12,083,099,216 法定福利費引当金 967,000 

機械及び装置 247,406,927 そ の 他 流 動 負 債 30,120 

車 両 運 搬 具 0 繰 延 収 益 5,670,127,400 

工具器具・備品 673,655  長 期 前 受 金 5,980,267,281 

建 設 仮 勘 定 0 収 益 化 累 計 額 △310,139,881 

無 形 固 定 資 産 3,446,337,098 負 債 合 計 15,163,546,305 

 施 設 利 用 権 3,446,337,098 

資

本

の

部 

資 本 金 1,248,531,646 

その他無形固定資産 0 剰 余 金 △121,331,938 

投資その他の資産 8,613,000  資 本 剰 余 金 0 

 投資有価証券 0  再 評 価 積 立 金 0 

出 資 金 8,613,000 補 助 金 0 

流 動 資 産 379,374,954 受贈財産評価額及び寄附金 0 

 現 金 預 金 320,399,799 その他資本剰余金 0 

 未 収 金 41,252,505 利 益 剰 余 金 △121,331,938 

貸 倒 引 当 金 △577,350  減 債 積 立 金 0 

前 払 金 18,300,000  利 益 積 立 金 0 

その他流動資産 0 建設改良積立金 0 

資  産  合  計 16,290,746,013  当年度未処分欠損金 121,331,938 

 

 

 

負

債

の

部 

固 定 負 債 8,411,723,782 資   本   合   計 1,127,199,708 

 企 業 債 8,411,723,782 負 債 資 本 合 計 16,290,746,013 

 建設改良費等の財源に 

充てるための企業債 

8,411,723,782  

その他の企業債 0 

流 動 負 債 1,081,695,123 

 一 時 借 入 金 0 

企 業 債 541,981,000 

 建設改良費等の財源に 

充てるための企業債 

541,981,000 

その他の企業債 0 



 

資産の総額は162億9,074万6,013円で、その内訳は、固定資産が159億1,137万1,059

円、流動資産が3億7,937万4,954円となっている。 

負債及び資本の総額は、資産の総額と同額の162億9,074万6,013円であり、負債の総

額は151億6,354万6,305円で、その内訳は、固定負債が84億1,172万3,782円、流動

負債が10億8,169万5,123円、繰延収益が56億7,012万7,400円である。資本の総額は

11億2,719万9,708円で、その内訳は、資本金12億4,853万1,646円に対し、剰余金が

△1億2,133万1,938円となっている。 

 

 

 ５ 総括 

 以上が、令和３年度における紀の川市下水道事業会計決算審査の概要である。 

本年度の業務実績は、新規供用6ha、新規接続95件、有収水量762,079㎥（公共・農集

の合算）となっている。 

前年度と比較すると、営業収益は微減であるが、営業外収益においては、他会計補助金

や長期前受金戻入の増加により、前年度以上の黒字となっている。 

総収益6 億 9,681 万 2,090 円に対して総費用7 億 665 万 5,376 円となっており984 万

3,286 円の赤字となっている。下水道事業は普及率も２割に満たない状況であり、整備途

上であるためある程度の赤字についてはやむを得ない認識であるとのことであるが、今後

も下水道整備には大きな投資が必要となるため、一般会計と協議しながら事業を進めても

らいたい。 

 

 


